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      久保嶋勝巳 新会長 

 
稚拙ながら私見を以って、就任のご挨拶とさせ

ていただきます。  
 当協会も設立して約４５年を経過しました。適

切ではありませんが、人間に例えれば熟年として、

最も充実した活動ができる年代でしょう。 
 振り返ってみると、設立時には会員も燃えて

様々な面で活発であったと思います。時を経るに

従い、何となく低迷しつつあるように感じます。 
 様々なお考えがあるのは当然で、会員の相互交

流の場で良いとする者、一方でコンサルタント業

として活動できる環境の整備・強化を求める者、

または、技術的成果を何らかの形で商えることを

目論む者、等が潜在するものと考えます。 

 その背景には、多岐に渡る専門部門に属する人

達の集団であるところにあるのではないでしょう

か。活動の基盤となる技術的態様の多様性に起因

するものと感じます。 
 企業の場合では、業態の多様化に従って、分社

化等の措置を採り、活動に関する意思の統一を図

るでありましょう。 
 当技術協会が潜在的に持つ、これらの矛盾点も

しくは課題を検証し、対策を検討する時期に至っ

ていると考えます。 
 従来から提唱されてきた「複数技術の接点と重

複技術の創造」（所謂、異業種交流）の概念を再考

してみたいと考えます。 
 例えば、当技術協会を構成する多様な専門分野

から技術接点を求め、そこに共通して存在する技

術的課題を探求し、仮に机上作業であっても具体

的な技術内容を創造し、外部に提案し、賛同する

企業を支援する如き活動も考えられる。 
 そのためには、当協会に調査・研究活動ができ

る実働組織を構築する必要があろう。 
本年度の活動指針として、上記のような思想を

具体化する活動を起こしたいと考えます。 
活動態様について、会員からのご提案を期待する

次第です。 

 

会  報

 
新会長 久保嶋 勝巳 挨拶
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１ 総会 

日時：2010 年 4 月 17 日（土）14：00～ 

会場：クーポール会館（静岡市） 

進行：岡井正彦専務理事 

 開会挨拶（吉澤 淳会長） 

 議事（議長：吉澤） 

（報告：岡井専務理事  鈴木会計理事） 

 第１号議案  2009 年度事業報告 

 第２号議案  2009 年度決算報告  

 第３号議案  名誉会員の推薦案 

 第４号議案  理事・役員の交代案 

           （議長：久保嶋） 

 第５号議案  2010 年度事業計画案 

 第６号議案  2010 年度収支予算案 

 第７号議案  理事・役員任期の変更 

  審議のうえ原案のとおり承認される 

 閉会挨拶（久保嶋 勝巳会長） 

 

２ 特別講演 

 「日中友好技術支援活動の現況と 

今後の展望」 

講師：日本シニアボランティアズ協会 

 常務理事 市川 松樹 氏 

 

 「技術士５０年 海外技術協力」 

  講師：会員  清水 康夫 氏 

 

３ 懇親会                                

                以上 

 

 

 

 

 

 

 

第１号議案 2009 年度事業報告 

１．会員の状況 
（１）会員数の変化（130 名→132 名） 
   2010 年 3 月末個人会員：117 名 

賛助会員：13 社  計 130 名   
（２）入会者（8 名） 

個人会員退会者（5 名） 
賛助会員退会者（5 名） 
休会者（1 名） 

２．活動状況 
（１）2009 年度定時総会 4 月 25 日開催 
   記念講演 

「生物の超技術 21世紀の技術のあるべ

き姿」 
講師 静岡理工科大学 志村史夫教授 

（２）例会  計４回開催 
（３）理事会等の会議 
   理事会（5 回） 理事役員会（1 回）  
（４）地区ブロック活動 

東部、中部、西部 各 1 回開催 
（５）会報発行 ４回（第 126 号～第 129 号） 
（６）受託等の事業 

① 静岡県建設部農地保全質・農地整備室か

ら電気関係技術士事務所の推薦依頼    
② 浜松メッセにおける技術問題相談会（３

件の相談がありました） 
（７）日本技術士会中部支部との連携・交流 
   静岡県技術士会中部支部関係役員が出席 
（８）その他 

① 理科支援特別講師派遣 
② 会員名簿の発行（5 年ごとの見直し、発

行） 
③ 技術士全国大会記念論文集への投稿 

鳥居利成会員「住民目線の減災・危機

管理活動とは～公務員技術士の立場

から」 
④ 中小企業診断協会との連携 

 
2010 年度 定時総会
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第２号議案 2009 年度決算報告 
（１）一般会計 
   収入（2,457,972 円）  

支出（2,457,972 円） 
次年度繰越金（387,692 円） 

（２）基金特別会計 
   基金の部（2,010,000 円） 

 利息の部（6,192 円） 
（３）50 周年記念事業積立金 
  総額（400,000 円） 

（４）会員名簿作成積立金  
総額（400,000 円） 
一般会計監査報告 
齋会計監事、長嶋会計監事 

第３号議案 名誉会員の推薦 
 当協会規約第６条に基づいて、豊島 金吾（上

下水道）を名誉会員に推薦する。 
第４号議案 理事・役員の交代案 
  任期は、第７号議案に関連 
（１）2010 年度常任理事・監事 
 会長：久保嶋勝巳 
副会長：吉田建彦、岡井正彦 

 専務理事：山下久吉 
会計常任理事：大井寿彦 

 会報担当：川瀬泰裕、齋強志 
 監事：鈴木敏弘、長嶋滋孔 
（２）2010 年度各地区理事 

東部：山本正男、北本達治、櫻賢三、 
北岡山治、木村敏明 

 中部：五味道隆、仁科憲、中村央、 
日名地輝彦、小林一雄、鳥居利成 
宮野正克、長嶋滋孔 

 西部：景山精一、山之上誠、野々垣智樹、 
池ヶ谷忠文 

第５号議案 2010 年度事業計画 
１．事業推進の方針 

企業活動を支援する各種の機関・組織との

連携を図り、当協会の活動を広報し、当協会

の存在の認知を目指す。 
 

２．事業計画 
（１）総会 日時：2010 年 4 月 17 日（土）14:00 
（２）例会の開催予定  4 回 
（３）地域ブロックにおける自主活動   
（４）役員会の開催 
（５）受託業務当の推進 
（６）ホームページ運営委員会の活動 
   会員のリスト登録の推進 
（７）会報の発行 
   年 4 回（6､9,12,3 月）、HP に掲載 
（８）防災支援 
   静岡市と「東海地震等による被災後の復

興まちづくり」協定を結び、協力を推進

する。 
（９）日本技術士会中部支部との連携・交流 
   2010 年度静岡県技術士会の中部支部関

係役員・委員（計 11 名） 
   技術士全国大会（2010 年 9 月 24、25 日 

三重県四日市市）に参加し、大会を盛り

上げてください。   
（１０）（社）日本技術士会中部支部 静岡県技

術士会 代表幹事 久保嶋 勝巳 
第６号議案 2010 年度予算 
（１）一般会計 
   収入（2,492,010 円）  

支出（2,492,010 円） 
次年度繰越金（326,010 円） 

（２）基金特別会計 
   基金の部（2,010,000 円） 

 利息の部（6,192 円） 
（３）50 周年記念事業積立金総額（500,000 円） 
（４）会員名簿作成    

作成予算（300,000 円） 
積立金  総額（200,000 円） 

第７号議案 理事・役員任期期間の変更 
 静岡県技術士協会の役員任期期間を、日本技

術士会中部支部の任期期間に合わせてほしいと

の要望に応え、2010 年度の理事・役員の任期期

間を 1 年として調整を図りたい。 
（以上詳細は、議案書を参照願います。） 
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講師：日本シニアボランティアズ協会 

 常務理事 市川 松樹 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．協会の成り立ち 

1977 年「財団法人日本シルバーボランティ

アズ」が、元アジア開発銀行総裁、渡邊武氏

により、「魚を与えて一日を養い、漁法を伝え

て一生を養う」の理念のもとに設立された。 

 以来 ODA を活用して、開発途上国への支援

が実施されてきたが、国からの援助打ち切り

に伴い自立（民間主導）へと方針転換し、2005

年「NPO 日本シルバーボランティアズ協会」が

設立され 現在に至る。 

 会員は、約 120 名で、その 6割を農林水産

職種が占める。 

 

２．中国への技術支援活動の歩み 

 中国への支援は、1983 年の中曽根首相と胡

耀邦主席の会談がきっかけとなり、1985 年以

来、「草の根型の技術支援」を続け、4000 件の

支援実績を数える。 

 中国は「良いものには金を出す」国で、高

い技術レベルを求められるが負担は中国側で

ある。（新しい時代の新しいボランティア）  

 この間「第 9回読売国際協力賞」、「厚生労

働大臣賞」を受賞し、2009 年 10 月中国建国

60 周年式典にて「中国国家友誼賞」を受賞。 

 

 

に対して、派遣実績は、100 件であった。 

100 件の実績は表 1に示すように、農業職種

が 67％を占めている。 

農業職種の派遣要請は、時期的に春期（3～

5月）の赴任が多い。  

農業以外では、機械・化学も多いので興味

をもっていただきたい。また、四川省では、

地震災害の教訓から木造住宅への希望がある

ので、良い提案があればお願いしたい。 

 

表１ 2009 年の派遣実績 

  

静岡県からは、毎年お茶の指導に携わる清

水康夫さんを始め、醸造技術関係で河村伝兵

衛さん、イチゴ栽培技術関係で斉藤明彦氏、

上山優氏が活躍されている。  

中国は、信頼でき安心して応援できるので、

ぜひ皆さんの御参加をお願いしたい。   

 

４．技術者の中国への派遣とは 

近年、中国では年率 10％前後と目覚しい経

済発展を遂げています。しかし、これは東部

沿岸地域や一部の職種、外資によるものであ

り、その裏には地域間、職種間の所得格差の

拡大、三農問題（農村、農業、農民）環境汚

染その他の深刻な問題が山積しています。 

他方、近年の中日間経済交流の深化に伴い、

日本語を習得したいという学生が増えていま

 
記念講演 「日中友好技術支援活動の現況と今後の展望」 

職種
農林
水産

機械
化学

日語
教育

経営
管理

土木
建築

特殊
技術

合計

（AG） （ME） （ED） （MA） （CO） （MI）

項目数 67件 9 9 7 4 4 100
割合 67% 9 9 7 4 4 100

派遣先
（省）

黒龍省 遼寧省 河北省 北京市 山西省 山東省

項目数 2件 1 7 8 0 23
派遣先
（省）

江蘇省 江西省 安徽省 浙江省 広東省 福建省

項目数 28件 2 13 3 1 3
派遣先
（省）

四川省 陝西省 雲南省 河南省 湖北省 湖南省 合計

項目数 6 2 1 0 0 0 100
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す。少しでも平和な社会にしたい、豊かな生

活をしたいは人類共通の願いです。このよう

な素朴な願いに大きく取り残された貧困者、

零細企業等は中国内の未開発地区に多数存在

しており、草の根レベルの技術援助を求めて

います。 

そこで、日本の経済成長の一翼を担い、長年

培ってきた貴方の素晴らしい技術や知識、経

験をもう一度、中国の未開発地区の貧困者や

零細企業の人々の幸せのために活かそうでは

ありませんか？ 

当協会は 2005 年 12 月、東京都認可の NPO 法

人として発足しました。 

これまでの長年の対中技術者派遣事業のノ

ウハウを活かし、中国側窓口機関が整備した

受け入れ体制を活用しながら、参加登録して

いただいた皆様方会員をより多く技術交流で

きる機会を提供することをお約束します。  

 

５．現地での活動は 

中国から派遣要請してくる技術者の職種は

農林水産、機械化学、建築土木、経営管理、

日本語教育、その他特殊技術など広範囲に及

びます。 

日本語教育以外の職種については 1ヶ月以

内の短期（旅行日を含めて 10 日前後）派遣で

すが、赴任の時期、期間については中国側と

調整して決めることになります。現地での滞

在期間中に現場視察や意見交換、機械操作、

試験分析、その他実技の指導を行います。 

皆さんの中国での入・出国に際しては、赴

任先の関係者が最寄の空港までの送迎をいた

します。現地での技術指導の際は、日本語教

育以外の職種については通訳が同行するので

安心です。 

しかし筆談してやっと通じる場合もあり、

こうして皆さんの苦労と熱意を重ねることに

よって、日中間の友好関係を更に深めること

になるでしょう。 

 

６．派遣の手順は 

中国側からの派遣要請に応じて、会員の中

から適任者を選考し、解決すべき技術課題等

の情報を連絡します。 

これらの技術課題への取り組みに応諾され

た方を派遣します。 

 

 

７．課題 

①財政の問題 

スポンサー募集と寄付金免税措置のお願い 

②協力会員の増強 

会員の仮登録制度（無料）があります。“自

分に合うものがあれば声をかけて下さい。” 

③支援地区の拡大（中国から東南アジアへ） 

政府支援がないので、現在は中国に特化し

ているが、ベトナム、ラオス、カンボジア等

政府との連携を促進したい。 

④有償技術支援制度の確立 

無償は抵抗がある。ぜひ高級技術による有

償支援制度を確立したい。 

 

８．最後に 

民間の友好を深めることで、目先だけでな

くその国の発展の一翼を担っていただければ、

幸いである。 

広い気持ちで応援し、お互いに発展してい

ければと思っている。 

皆さんの参加をお待ちしています。 

 （参加登録等については次頁の詳細参照） 

民官技術者等 

中華人民共和国

（政府機関） 

赴任

赴任要請 

派遣要請 

応募・登録 

（JSVA） 
NPO 法人 

会員推薦・紹介
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派遣希望者は今すぐ登録を！ 

応募資格 

・ 心身ともに健康でボランティア精神が旺

盛な方。 

・ 生活面に経済不安のない方。 

・ 提供できる技術や知識・経験のある方。 

 

登録の申し込み 

・ 常時、受付けております。 

・ 所定の申込書に経歴書を添えて、お申し

込みください。 

申し込み時に入会金（1万円）年会費（５

千円）の納入が必要です。 

・ 申込書はＪＳＶＡ宛に電話等でご請求下

さい。 

（今後はＪＳＶＡのＨＰから入手できます） 

 

派遣内容  

・ 派遣期間：原則１ヶ月以内（但し、日本

語教師は１年以上）実際の派遣時期、期

間は双方が調整して決めます。 

 

・ 旅費：居住地最寄りの中国行き国際便出

発地、空港以降の旅費・移動費は往復と

も中国側が負担します。 

・ 通訳：原則、中国側が手配した通訳を同

行します。 

・ 日当：報酬はありません。但し、小遣い

として 100 元/日前後の支給はあります。

（日本語講師は 2,500 元/月以上です） 

・ 宿舎・食事：現地宿舎は中国側が手配し

ます。宿泊費・食事とも中国側の負担で

す。 

・ その他：緊急医療費は中国側負担もしく

は本人立替、帰国後保険給付金で支払い

清算します。 

 

お問い合わせ先 

日本シニアボランティア協会（ＪＳＶＡ） 

〒101-0032 

東京都千代田区岩本町 1-6-7 宮澤ビル 3Ｆ 

TEL(03)5835-5601  FAX(03)5835-5602      

http://www16.ocn.ne.jp/~jsva/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、今年で技術士になって５０年にな

ります。 “技術会はメリットがない”とみ

なさんが言うので、このことを含めて、私

の経験から提言をしたいと思います。 

１．資格 

大学を卒業して、７年、第 4回技術士試験

に合格しました。受験資格の最短で、非常に

うれしかったことを思い出します。 

後年、学位が必要になり、論文博士を取得

しました。 

 
記念講演 「技術士５０年 海外技術協力」 

講演者 清水技術士事務所 所長 清水 康夫 様（会員 農学博士） 
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＜図１技術士全国大会 大会誌表紙＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１は、静岡で開催された第２０回技術

士全国大会の大会誌の表紙で、懐かしく原

画を大事に保管しています。 

（会場で回覧されました。） 

２．技術経歴 

 大学では有機合成化学を専門としました

が広い分野の技術を修得しました。 

（１）専門技術 

得意とする専門技術は表２のとおりです。 

＜表２専門技術＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 仲間から紹介されたのがきっかけで、

勉強しました。 

② 茶の科学については、日本、中国で評

価されています。 

③ 製パンの仕事仕事に関与し、静岡県パ

ン組合の理事長をしていたこともあり

ます。 

④ パン粉冷凍食品の加工技術で、科学技

術庁長官賞、黄綬褒章、勲 5等瑞宝章

を頂きました。 

⑤ 凍結により動性が変化します。この技

術は、おもしろい仕事です。   

⑥ 群馬県はこんにゃくの産地で、指導研

究を行い、中国こんにゃくシンポジウ

ムの日本代表にもなりました。 

⑦ 中国黒龍江省から、米の加工技術で来

て欲しいと要請されました。 

⑧ 全日本製麺協会の技術委員をしていま

した。 

⑨ 異物混入対策については、５年前まで

は、私たちが書いた本しか無かった。 

 

（２）国内技術指導の経験 

  国内の実績は、表３のような指導をし

てきました。この内①の全国パン粉工業

協同組合については、委員会の委員長と

して冷凍食品加工に貢献しました。 

＜表３国内技術指導の経験＞ 

 

 

 

 

 

（３）海外技術指導の経験 

 海外については、その実績を一覧表に

してきました。（表 ４～６） 

＜表４(1)海外技術指導＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１番について                   

最初に中国へ行ったのは、1981 年で中国

が解放されて初めてです。 

技術経歴 提供できる得意の専門技術）

① 食品の製造工程の改善（ＨＡ Ｃ ､ＩＳＯ､衛生管理）

② 茶類の生産加工と管理（緑茶､紅茶､麦茶､後発酵茶）

③ パン､菓子の製造と衛生管理

④ パン粉､冷凍食品の製造と衛生管理

⑤ はるさめの製造と衛生管理

⑥ こんにゃく（魔芋）の生産と管理

⑦ 米の搗精技術と無洗米加工技術

⑧ 製麺加工技術と衛生管理

⑨ 機能性食品の製造と管理（異物混入対策指導）

提言  広い範囲の技術を持て！！ 

チャンスがあればヤレ！ 
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＜表５(2)海外技術指導＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表６(3)海外技術指導＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０番について 

襄樊市は今、自動車の基地になっていま

す。工業基地と農業基地が共存しており、

杜仲茶の指導をしました。 

 

４６、４７番について 

今年の 3月に、静岡県議員団６名の案内

をしました。 

 

（４）取得した特許 

 取得した特許を表５に示します。 

＜表５(1) 特許一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜表５(2) 特許一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表５(3) 特許一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

＜表５(4) 特許一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表５(5) 特許一覧＞ 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ緑茶・麦茶関連特許について  

お茶の製造法については、昭和３９年

から特許を取得しています。特に麦茶飲

料の特許は新技術で、大企業で商品化さ

れました。 
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Ⅱパン粉関連特許について 

全国のパン粉組合を指導しました。加工

食品原料としてパン粉は、重要な素材とな

りました。 

 

Ⅲｴｸｽﾄﾙｰﾀﾞｰの利用関連特許について 

工業技術センター及び大学と共同研究し

ました。 

 

Ⅳ米加工関連の特許について 

⑳の無洗米の製造技術は、中小企業の技

術を大企業が利用した事例です。 

 

Ⅴその他の特許 

○29は柑橘の中の苦味成分を簡単に除去す

るものを開発し、技術顧問している会社で

現在開発中です。 

○30は、群馬県で現在実行中です。 

 

３．提言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、２番について 

私は、年若く技術士試験に合格し、直ち

に技術士会に入会しました。技術士会に入

らないと、将来の経歴になりません。日本

技術士会の会費は、2万円／年だと思いま

す。このくらいなら一杯飲んだと思って入

会しなさい。いろんな人と出会うことで、

チャンスが生まれます。私の名刺は、経費

節減のため、家内がパソコンで作りました。 

 

 

３番について 

若い人は、酒をのんで、先輩に頭を下げ

て、教わりなさい。 

静岡県技術士協会に参加すれば、いろん

な人と知り合うい、わからないことがあれ

ば、授業料を払って教わりなさい。 

 

４番について 

私は、９０歳まで元気でやりたいと想っ

ております。学校を卒業して定年まで約３

０年、その先３０年、その時のためにいろ

んな人の御手伝いをし、知識を広め、人生

設計を早くから考えなさい。 

 

５番について 

今回御出席の方で、私のすすめにしたが

い開業して成功された多くの人がおります。 

 

６番について 

よきパートナーとは、女房と友達です。

また、皆さん、夢を持ちなさい。 

これは、私が家内の協力でパソコンで作

った名刺です。技術士会がマスコットキャ

ラクターを作って、それを名刺に貼って技

術士会のＰＲをし、がんばりましょう。 

 

 

名刺を作って、自らを売り込め！ 
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氏  名 ： 木村 英史（きむら ひでふみ）1970/11/21 生 
入 会 日 ： 2010 年 2 月 22 日 
技術部門 ： 部門 経営工学（技術士補）  選択科目 生産マネジメント 
勤 務 先 ： ヤマハ発動機 第１sys 設備技術課 
自  宅 ： 島田市 

 
氏  名 ： 橋 本 隆（はしもと たかし）1951/11/17 生 
入 会 日 ： 2010 年 4 月 5 日 
技術部門 ： 部門 経営工学（技術士）  選択科目 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
勤 務 先 ： 駿河精機株式会社 
自  宅 ： 埼玉県川越市 
業  績 ： ｱﾙﾐ型材加工 FMS 工場の立上げなど 

平成 22 年度の年会費は、下記口座番号にお願い

申し上げます。 

取引銀行 ：静岡銀行 磐田支店 

名義人  ：静岡県技術士協会 

口座番号 ：0980271（支店番号 321） 

一般会員 ：8,000 円 

名誉会員 ：4,000 円 

 役員交代に伴い、事務局が以下に代わります。

尚、協会ホームページの変更はありません。 

事務局連絡担当  山下久吉 

〒419-0107 

 静岡県田方郡函南町平井 892-65 

TEL 055-970-1255 / FAX 055-979-5029 

E-Mail  hiyama@lilac.ocn.ne.jp 

今年９月に第 37 回技術士全国大会が、三重県四日市市内で開催されます。 

中部支部ではこれまでに、第１回（犬山市）、第 11 回(名古屋市)、第 20 回(静岡市)、第 29 回(岐阜市)

の各大会を担当して、盛況に開催しております。第 37 回大会も中部支部からの力強い情報発信を行うべく、

三重県技術士会を中心にして開催準備に取り組んでおります。 

 第 37 回大会のテーマは「中部から世界へ、技術ルネッサンス（歴史から考える科学技術の明日）」です。

技術士全国大会は、誰でも参加できる大会ですので、静岡県からも技術士を始め多くの方に参集して頂き、

歴史と伝統に学ぶ明日の科学技術について、この機会に考えてみては如何でしょうか。 

  
 皆様にお願いがあります。 
 「技術へのさんぽみち」への投稿をお願いします。すでに会報 115 号から始めまして、26 回の連載を継

続しておりますが、引き続き進めて行きたいと思うので宜しくお願いします。 
（会報担当：川瀬泰裕、齋強志） 

 新会員紹介 

 事務局変更のお知らせ  会計担当からのお知らせとお願い 

 編集後記 


